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横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

呼
び
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
会

へ
と
の
名
称
変
更
で
、
「厚
生
会
」
か
ら

変
わ

っ
た

「
こ
だ
ま
会
」

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、
山
の
こ
だ
ま
の
ご
と
く
、
会
員
が
呼

べ
ば
、
そ
の
要

請
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
に
。
そ
し
て
、
そ
の
響
き
は
限
り
な
く
拡
が

り
、
併
せ
て
質
の
高
い
会
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

総
会
開
催
御
案
内

神
奈
川
県
職
労

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

第
六
回
定
期
総
会

・
と

　

き

六
月

一
日
（金
）

午
後
二
時
～
四
時

ｏ
と

こ
ろ

横
浜
市
中
区
海
岸
通
り

一
～

一

横
浜
市
港
湾
労
働
会
館

（電
話
）〇
四
五
（
２０‐
Ｙ
二
人
四
二

第
六
回
定
期
総
会

議

　

案（二
～
五
頁
参
照
）

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
は

ｏ
福
祉
の
向
上
と
、
情
報
の
収
集
、

伝
達
に
力
を
入
れ
ま
す
。

ｏ
他
の
退
職
者
会
の
や
ら
な
い
こ

と
、
や
れ
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

ま
す
。

ｏ
非
常
識
な
老
人
エ
ゴ
を
排
し
、

次
の
世
代
に
も
愛
さ
れ
る
会
を

目
指
し
ま
す
。

ｏ
意
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め
頑
張

り
ま
す
。

ｏ
生
あ
る
限
り
、
国
際
社
会
の
た

め
に
つ
く
し
ま
す
。

ｏ
次
の
世
代
の
幸
福
を
祈
っ
て
、

措
石

へ
の
布
石
づ
く
り
を
し
ま

す
。

ｏ
疾
病
の
追
放

へ
と
り
く
み
ま
す
。

ｏ
内
容
の
あ
る
、
役
に
立
つ
会
を

目
指
し
ま
す
。

ｏ
常
に
現
役
の
心
構
え
で
精
進
し

ま
す
。

ｏ
遺
族
対
策
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

「加
入
の
お
す
す
め
、
と

会
貸
納
入
ご
茉
内
』

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、
規
約

・
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
郷
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）〇
四
五
合
一〇

一
）
一
一
一
一

（内
線
七
九
二
三
）

〇
四
五
含
二

一
じ
三

一
七
九

・
振
替
回
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号
人
七
人
、　
三
二
九

・
神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号
〇
六
六
、
七
三
〇

・
郵
便
振
誉
口
座横
浜
五
―
六
六
五
人
○

・
会
費
関
係

０
入

〈〓
金
　
一
、
○
○
○
円

の
終
身
会
費
　
一
一〇
、
○
Ｏ
①
円

な
お
、
年
会
費
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
も
あ
り

ま
す
。
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一
九
八
九
年
（平
成
元
年
）度

経

過

報

告

ｏ
第
五
回
定
期
総
会
開
催
と
今
後
の

対
応

（改
善
方
策
）

設
立
絡
会
を
除
く
第
四
回
定
期
総
会
ま
で

は
、
会
の
趣
旨
で
あ
る
心
の
交
流
を
は
か
る
た

め
、
箱
根
で
の
宿
泊
を
兼
ね
た
総
会
を
開
催
し

て
き
た
が
、
出
席
者
の
偏
在
固
定
化
、
財
政
ヘ

の
圧
迫
、
参
加
者
の
拡
大
と
、
横
浜
博
開
催
期

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
横
浜
市
内
で
の
日

帰
り
に
よ
る
総
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
五
十

名
を
超
え
る
出
席
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
日
は
出
席
者
全
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
当
会
に
対
す
る
評
価
は

お
お
む
ね
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た

が
、
趣
味
の
会
等
に
対
す
る
希
望
が
多
く
よ
せ

ら
れ
た
。
こ
の
た
め
役
員
会
で
も
趣
味
の
会
に

対
す
る
具
体
的
実
施
に
つ
い
て
全
会
貝
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

が
、
未
だ
実
現
に
移
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
な

着
手
を
要
す
る
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
の
役
員
に
よ
る
反
省
会

で
は
、
心
の
交
流
は
不
可
欠
と
し
て
、
給
会
終

了
後

「は
い
―
さ
よ
な
ら
―
」
で
は
味
気
な
い

の
で
第
一
一次
会
的
癌
規
会
を
次
回
か
ら
は
、
た

と
え
、
さ
さ
や
か
な
試
み
で
も
実
施
す
る
よ
う

に
し
よ
う
と
の
合
意
が
で
き
た
。

ｏ
執
行
体
制
の
強
化
と
、
定
例
役
員

会
の
開
催

会
員
数
の
増
加
と
事
務
処
理
の
円
滑
化
を
は

か
る
た
め
、
前
年
に
引
続
き
、
車
任
事
務
局
長

を
お
き
役
員
改
選
と
共
に
青
木
幹
事
に
就
任
を

要
請
し
た
。
毎
週
火
曜
日
を
中
心
に
週

一
～
ニ

回
出
勤
を
煩
し
事
務
処
理
の
円
滑
化
と
充
実
を

は
か
っ
た
。
更
に
代
表
幹
事
ほ
か
役
貝
も
可
能

な
限
り
出
勤
し
補
佐
事
務
を
行
っ
た
結
果
、
よ

う
や
く
懸
案
事
項
の
処
理
が
ほ
ぼ
で
き
た
と
い

え
る
。
こ
れ
も
出
勤
日
の
み
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
自
宅
で
可
能
な
も
の
は
持
帰
っ
て

処
理
す
る
な
ど
の
献
身
的
努
力
の
裏
付
け
が

あ
っ
た
の
で
事
務
処
理
が
円
滑
促
進
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

ｏ
事
務
室
の
開
設

会
の
執
運
営
を
適
正
に
行
う
に
は
、
専
用
的

事
務
室
が
必
要
で
あ
る
と
の
役
員
会
で
の
協
議

の
結
果
、
県
職
労
本
部
に
対
し
、
当
代
表
幹
事

名
を
も
っ
て
、
中
央
執
行
委
員
長
に
対
し
、
事

務
室
開
設
に
対
し
便
宜
供
与
方
要
請
文
に
よ
る

陳
情
を
十
月
十
六
日
に
し
た
と
こ
ろ
、
中
央
執

行
委
員
会
で
の
好
意
的
承
認
を
得
て
、
十
二
月

）

上
旬
、
県
職
労
本
部
三
階
分
室
に
、
婦
人
部
、

青
年
部
と
共
用
の
事
務
室
に
て
執
務
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

①
名
簿
作
成
委
員
会

・
会
報
編
集
委

員
会
の
設
置

か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
会
貝
名
簿
の
整

備
作
成
を
こ
こ
で
早
急
に
完
成
す
る
た
め
の
会

員
名
簿
作
成
委
員
会

（川
村
　
小
山
　
串
回
各

幹
事
）
と
会
報
編
集
の
集
団
編
集
体
制

へ
向
け

て
会
報
編
集
委
員
会

（児
工
　
明
田
　
上
野
各

幹
事
）
に
庄
司
副
代
表
幹
事
、
青
木
事
務
局
長

が
次
方
に
陪
席
参
加
す
る
こ
と
で
発
足
し
た
。

会
員
名
簿
作
成
で
は
、
記
載
項
目
の
欠
如
や

不
備
を
補
足
、
訂
正
な
ど
を
経
て
廷
五
ケ
月
か

か
っ
て
、
よ
う
や
く
整
備
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

ま
た
、
会
報
編
集
に
つ
い
て
も
重
点
取
材
記

事
を
年
金
と
保
健
を
中
心
と
し
つ
つ
編
集
を
行

な
い
、
広
告
に
つ
い
て
も
関
連
記
事
を
掲
載
し

て
実
益
に
役
立
つ
よ
う
努
め
た
。

ま
た
、
会
則
変
更
等
に
つ
い
て
の
検
討
も
こ

の
委
員
会
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ｏ
役
員
会

（常
任
幹
事
会

・
役
員
会
）

開
催

役
貝
改
選
と
共
に
、
会
則
に
は
な
い
が
、
運

営
上
、
幹
事
の
中
か
ら
常
任
幹
事
を
選
出
し
、

毎
月
第

一
週
木
曜
日
を
原
則
と
し
て
、
常
任
幹

事
会
と
役
員
会
を
隔
月
毎
に
交
互
に
開
催
し
た

が
、
役
員
の
多
く
が
勤
務
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
欠
席
も
あ
り
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が

生
じ
た
た
め
、
常
任
幹
事
会
を
中
止
し
、
役
員

会
の
み
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ｏ
副
代
表
軒
事

、
諸
星

ヒ
サ
子
氏

の

逝
去

昭
和
６２
年
度

（
一
九
八
七
年
）
第
〓
固
定
期

総
会
で
幹
事
就
任
、
平
成
元
年
度

（
一
九
八
九

年
）
に
副
代
表
幹
事
と
し
て
、
常
に
役
員
の
先

導
的
役
割
を
果
し
て
い
た
だ
い
た
諸
星
ヒ
サ
子

氏
が
、
心
臓
病
の
た
め
平
成
元
年
十
二
月
十
四

日
逝
去
さ
れ
た
。
惜
み
て
も
余
り
あ
る
思
い
が

す
る
。

顧
み
れ
ば
、
当
会
事
業
の
活
性
化
の
た
め
役

員
に
就
任
を
快
諾
さ
れ
て
以
来
、
総
会
で
の
名

総
合
司
会
振
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
役
員
で

も
常
に
司
会
役
を
お
願
し
執
行
体
制
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
。
特
に
昭
和
６３
年
九
月
十
五
日
の

第
十
人
回
高
齢
者
大
集
会
が
川
崎
市
体
育
館
で

開
催
の
日
、
豪
雨
の
中
を
会
員
出
迎
え
の
た
め

長
時
間
傘
を
さ
し
て
立
ち
つ
づ
け
ら
れ
た
在
り

し
日
の
誠
実
な
人
柄
の
姿
を
思
い
浮
べ
涙
が
出

て
く
る
の
で
あ
る
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
。

し
た
が
っ
て
副
代
表
幹
事
は
現
在

一
名
欠
員

に
な
っ
て
い
る
。

（次
頁
へ
つ
づ
く
）
ヽ
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″
（前
買
か
ら
つ
づ
く
）

ｏ

慶

弔
共

済
制

度

の
導

入

か
ね
て
か
ら
、
会
員
や
役
員
の
中
か
ら
会
員

死
去
に
際
し
、
弔
慰
を
表
す
た
め
花
輪
や
献
花

な
ど
提
供
で
き
る
方
策
は
な
い
か
と
い
う
指
摘

も
あ
り
財
政
的
に
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
全

労
済
で
、
高
齢
者
に
対
し
て
も
慶
弔
共
済
制
度

が
あ
る
こ
と
を
発
堀
し
、
全
労
済
と
協
議
交
渉

の
結
果
、
終
身
会
員
、
全
員
加
入
を
対
象
に
慶

弔
共
済
制
度
導
入
を
第
五
回
定
期
総
合
に
提
案

承
認
を
得
た
。
幸
に
も
こ
の
前
提
と
な
る
会
員

名
簿
も
整
備
さ
れ
た
の
で
、
十

一
月

一
日
現
在

の
終
身
会
員
二
二
四
名
に
対
し
全
労
済
と
の
間

に
協
定
手
続
を
進
め
、
十

一
月
三
十
日
に
協
定

完
了
、
即
日
発
効
と
な
っ
た
。
現
在
ま
で
会
員

一
名
に
死
亡
弔
慰
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

ｏ
全
労
済

・
火
災
共
済
契
約
更
新
に

際
し
て
対
応

（改
善
方
策
）

全
労
済
、
火
災
共
済
は
、
掛
金
が
安
く
災
害

に
あ
っ
て
も
再
取
得
価
額
保
障
が
得
ら
れ
る
の

で
、
退
職
後
も
引
継
ざ
加
入
さ
れ
る
会
員
が
多

い
が
、
何
分
に
も
当
会
の
事
務
処
理
能
力
に
も

限
界
が
あ
っ
た
の
で
、
県
職
労
の
全
面
的
な
支

援
を
得
て
き
た
が
、
何
時
ま
で
も
依
存
が
許
さ

れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
現
事
務
処
理
体

制
で
可
能
な
限
り
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
、
本

年
度
の
掛
金

一
部
の
返
戻
金
の
通
知
、
支
払
事

務
を
取
扱
い
。
ま
た
、
平
成
二
年

一
月
の
契
約

更
新
に
際
し
て
は
県
職
労
在
戦
者
の
契
約
更
新

取
扱
い
に
際
し
、
当
会
役
貝
も
立
合
い
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
実
地
に
見
問
し
、
次
の
よ
う

）

な
事
務
手
続
が
今
後
必
要
な
こ
と
を
確
認
し

た
。退

職
者

（会
員
）
が
契
約
更
新
す
る
と
き
は

次
の
四
つ
の
場
合
で
あ
る
。

的

一
番
多

い
の
は
、
旧
職
場
に
依
頼
し
て
、
申

込
書
、
掛
金
等
手
続
を
委
任
す
る
場
合
。

０
当
日
、
本
人
が
直
接
受
付
会
場
に
持
参
す
る
。

し
か
し
こ
れ
は
全
体
の

一
割
に
も
満
た
な

い
。

は
後
日
、
県
職
労
本
部
に
現
金
を
持
参
中
込
ま

れ
る
場
合
、
こ
れ
も
少
な
い
。

的
現
金
書
留
等
で
送
金
し
て
く
る
。
こ
れ
も
少

な
い
。

同
退
職
者

（会
員
）
が
最
も
希
望
し
て
い
る
の

は
、
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
の
口
座
振
込
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
次
国
ま
で
に
早
急
に
実
現

で
き
る
よ
う
検
討
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
次
回
か
ら
は
会
員
に

前
も

っ
て
こ
の
こ
と
を
通
知
、
連
絡
す
る
事
務

手
続
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

ｏ
労
働
界
の
情
勢

昨
年
来
の
総
評
、
同
盟
、
新
産
別
な
ど
の
労

竹
団
体
を
解
散
し
、
新
し
く
連
合
体
を
つ
く
る

動
き
に
対
し
、
こ
れ
に
反
対
す
る
勢
力
と
の
問

で
、
労
働
界
を
三
分
す
る
大
き
な
情
勢
の
変
化

が
起
こ
っ
て
き
た
の
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ

る
。
当
会
と
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
県
職
労
も

こ
の
流
れ
に
無
縁
で
は
な
く
、
中
央
委
員
会
、

給
会
な
ど
で
再
三
討
論
、
採
決
の
結
果
は
、
反

連
合
の
態
度
が
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
た
。

最
終
的
に
は
企
組
合
員
に
よ
る
全
貝
投
票
が
十

）

二
月
五
日
（火
）
行
わ
れ
た
。
（注
）
組
合
員
総
数

一
一
、
五
二

一
人
、
扱
票
総
数

一
〇
、
九
四
四

票
　
投
票
率
九
四
　
九
九
％
で
批
準
さ
れ
、
「連

合
、
自
治
労
」
に
は
参
加
せ
ず
、
全
労
連
、
全

国
連
絡
協

へ
加
盟
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
を
不
満
と
す
る
組

合
員
の

一
部
が
、
自
治
労
、
県
職
労
と
し
て
分

裂
、
別
組
合
を

つ
く

っ
た
。

当
会
と
し
て
は
、
役
員
会
と
し
て
協
議
し
た

が
、
県
職
労
の
手
続
等
は
公
平
妥
当
な
も
の
と

し
て
、
好
意
的
に
受
け
と
め
、
県
職
労
の

一
本

化
に
向
け
て
側
面
的
な
支
援
を
し
て
ゆ
き
た

い
。

ｏ

交

流

・
集

会

等

へ
の
参
加

以
上
の
労
働
情
勢
の
余
波
を
受
け
て
退
職
者

会
は
親
ぼ
く
が
中
心
で
あ
る
が
、
交
流
　
集
会

へ
の
参
加
等
は
、
従
来
に
比
し
、
気
く
ば
り
、

気
が
ね
、
静
観
等
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
、
大
局

的
見
地
に
立
っ
て
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
年
度
は
、
六
月
十

一
日
　
消
費
税
廃
止
等

の

″怨
り
″
の
県
民
大
集
会
、
九
月

一
１
二
日

第
二
回
全
国
高
齢
者
大
会
、
九
月
十
四
日
　
地

公
労
集
会
、
九
月
十
五
日
の
第
１９
回
高
齢
者
大

集
会
、
十
月
二
十
六
日
　
全
日
本
自
治
体
退
職

者
会
総
会
な
ど
に
正
式
参
加
な
い
し
、
オ
ブ

サ
ー
バ
ー
の
形
式
で
検
討
の
上
参
加
し
、
情
勢

把
握
に
役
立
て
て
い
る
。

ｏ

会

員

の
加

入

状

況

第
五
回
給
会
以
降
、
毎
月
加
入
者
が
漸
増
し

つ
つ
あ
り
、
平
成
二
年
二
月
末
日
で
約
三
百
五

十
余
名
と
な
っ
た
。
本
年
度
退
職
者
に
対
し
て

は
、
住
所
等
の
資
料
が
未
入
手
な
の
で
加
入
の

誘
い
文
等
の
発
送
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
四
百

名
を
超
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
会
費
か
ら
終
身
会
費

へ
の
切
誉
が
急
速
に
増

加
し
て
い
る
。

ｏ

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
活
動

「地
球
上
に
貧
し
い
恵
ま
れ
な
い
人
が

一
人

で
も
い
る
う
ち
は
、
我
々
の
幸
福
は
な
い
」
と

は
、
さ
る
著
名
な
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
家
の
言

葉
で
あ
る
が
、
本
会
で
も
昨
年
に
引
続
き
、
各

方
面
に
呼
び
か
け
て
集
め
た
、使
用
済
切
手
を
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
を
通
じ

て
、
二
回
多
量
送
付
し
協
力
し
た
。
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一
九
九
〇
年
（平
成
二
年
）度

活

動

方

針

（案
）

ｏ
高
齢
者
、
退
職
者
を
と
り
ま

く
社
会
経
済
情
勢

政
府
は
な
し
く
ず
し
的
に
社
会
保
障

の
解
体
、
社
会
福
祉
の
切
り
捨
て
策
を

す
す
め

「高
齢
化
社
会
危
機
論
」
を
国

民
に
宣
伝
し
、
高
齢
化
社
会
対
策
の
た

め
と
称
し
て
、
弱
者
に
し
わ
寄
せ
の
消

費
税
の
強
行
成
立
、
実
施
を
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の

一
年
大
企
業
に
は
大

幅
な
減
税
、
ま
た
勤
労
者
に
も
と
言
っ

て
い
る
が
、
そ
の
恩
恵
に
浴
す
の
が
年

収
５
千
万
円
を
超
え
る
人
々
で
あ
る
。

年
金
改
悪
、老
人
医
療
費
高
負
担
等
、

高
齢
者
い
じ
め
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
土

地
無
策
政
策
の
地
上
げ
攻
勢
で
住
む
家

を
追
わ
れ
る
な
ど
高
齢
者
攻
撃
か
ら
国

民
攻
撃

へ
と
拡
大
し
て
来
て
い
る
の
が

経
済
大
国
日
本
の
現
状
で
あ
る
。

政
府
は
、
高
齢
者
と
若

い
世
代
を
分

断
し
て
対
立
さ
せ
な
が
ら
、
自
治
体

ヘ

の
責
任
と
負
担
を
も
つ
べ
き
公
的
な
社

会
保
障
を
、
私
的
な
枚
養
に
転
嫁
さ
せ

る
こ
と
で
、
社
会
保
障
、
社
会
福
祉
な

ど
の
予
算
を
削
減
し
て
軍
備

へ
ま
わ
し

た
り
、
財
界

へ
の
援
助
を
陰
に
陽
に
増

や
そ

つヽ
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
今
後

私
達
退
職
者
会
の
役
割
は
ど
う
あ
る
ベ

き
か
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
活
動
方
針

と
し
て
提
案
す
る
。

い
情
報
の
収
集
　
伝
達

。
会
報
の
発
行

職
業
等
に
つ
い
て
い
な
い
会
貝
の
場

合
、
個
人
活
動
の
域
を
で
な
い
で
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
こ
れ
ら
の
会
員

に
と

っ
て
情
報
の
収
集
は
困
難
で
あ
ろ

う
、
そ
こ
で
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
ア
ン
テ

ナ
を
伸
ば
し
、
少
し
で
も
早
く
情
報
を

会
貝
に
伝
達
出
来
る
よ
う
に
、
会
報
の

発
行
を
重
視
し
臨
時
を
含
め
、
発
行
回

数
に

つ
い
て
も
可
能
な
限
り
努
力
す

″つ
。

０
会
員
の
拡
大

・
執
行
体
制
の
充
実

現
執
行
部
に
お
い
て
も
、
副
代
表
幹

事
の
欠
員
を
き
た
し
て
い
る
。
会
の
発

展
は
充
実
し
た
執
行
体
制
が
重
要
と
考

え
ら
れ
る
。
よ

っ
て
新
規
退
職
者
を
含

め
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
つ
な
ぎ
、
新
入

会
員
の
拡
大
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
役
貝
人
事
に
お
い
て
も
人
材

の
確
保
に
努
め
る
た
め
、
会
員
の
積
極

的
な
参
画
を
希
望
す
る
。

口
福
利
厚
生
活
動
の
強
化

昨
年
■
月
加
入
発
足
さ
せ
た
、
当
会

慶
弔
共
済
制
度
の
内
容
を
会
員
に
周
知

徹
底
を
図
り
、
加
入
促
進
に
努
め
る
と

共
に
新
入
会
員
や
、
現
在
の
年
会
費
会

員
に
対
し
て
、
終
身
会
費
会
員

へ
の
切

替
勧
誘
を
す
す
め
る
。

一

四
各
種
団
体
と
の
交
流
及
び
活
動

消
費
税
廃
止
を
は
じ
め
、国
保
、
老
人

保
健
法
、
医
療
法
の
改
悪
等
に
反
対
す

る
行
動
に
つ
い
て
は
、
県
職
労
と
の
連

携
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
関
係
団
体
と
協

力
し
て
こ
れ
ら
の
行
動
に
参
加
す
る
。

口
学
習
会

・
題
味
の
会
等
の
活
動

年
金
、
税
金
、
医
療
費
等
の
問
題
は

私
達
退
職
者
に
と

っ
て
切
り
離
し
て
は

考
え
ら
れ
な

い
訳
で
あ
る
が
、
案
外

判

っ
て
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
れ

で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
学
習
会
の
開
催

や
、
会
員
の
健
康
実
態
調
査
、
趣
味
の

会
等
に
つ
い
て
の
希
望
な
ど
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
し
、
実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

内
高
齢
者
職
場
の
開
拓

新
規
退
職
者
に
つ
い
て
は
、
県
職
労

と
連
携
を
と
り
非
常
勤
再
層
用
を
進
め

る
が
、
既
退
職
者
に
つ
い
て
も
可
能
な

限
り
職
場
の
開
拓
に
努
力
す
る
。

外
郭
団
体
な
ど

へ
の
就
職
に
つ
い
て

は
、
窓
口
を

つ
く
り
そ
の
人
の
健
康
や

通
勤
等
考
え
な
が
ら
、
地
域
支
部
と
の

連
絡
も
と
り
活
動
を
す
す
め
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て

高
齢
者
職
場
開
拓
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
求

め
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
も
健

康
維
持
の
た
め

（ボ
ケ
防
止
）
積
極
的

に
参
加
さ
れ
る
よ
う
よ
び
か
け
の
運
動

を
す
す
め
る
。

平
成

元
年
度

の
物
価
上

昇

に
伴
う
物
価

ス
ラ
イ
ド

分
、

二

・
三
％

の
改
定
増

額

は
平
成

二
年
六
月
分
か

ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
十
五
日
の
年
金
改
革

法
案
の
成
立
に
よ
っ
て
、
「完
全
自

動
物
価
ス
ラ
イ
ド
方
式
」
が
導
入
さ

れ
、
今
後
は
前
年
度
分
の
物
価
上
昇

分
が
次
年
度
四
月
か
ら
政
令
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
昨
平
成
元
年
度
分
物

価
ス
ラ
イ
ド
は
二

・
三
％
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
本
年
度
四
月
か
ら
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
加
算
額
は
、
準
備

事
務
処
理
の
都
合
に
よ
り
四
、
五
月

分

（
ニ
ケ
月
分
）
に
上
積
み
さ
れ
て

六
月
支
給
日

（
六
月
十
五
日
）
か
ら

支
給
さ
れ
る
。
私
た
ち
の
活
動
も
少

し
づ
つ
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
さ
ら

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。
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1989年 (平成元年)度 決算書
1989 4 1-1990 3 31

項  目 予算額 決算額 摘 要 項   目 予算額 決算額 椅  要

1会     費 1,130,000 1,473,000 1活  動  費 510,lX 0 455,225

ハ
五
費

入 会  金 80,000 77,000 事 務 局 費

行 動  費

150 000 166,786

年 会  費 100,000 198,000 360,001 288,439

終 身 会 費 l i000,000 1,203,000 2情 報教室費 600,000 413,510 全報 4回

2県 職労助成全 500 000 618 860 助成金及び会報買上げ代 3結  会  費 250,000 256,820

3事 業 収 入 2001000 221,586 火災共済事業手数料他 4会  議  費 100,000 1531400

4雑  収  入 64,946 60,565 会報広告代他 5通  信  費 250,000 46,140 郵送村他

5積 立金取崩し 300 000 100 600 6産 弔共活金 140 000 17″,359 共清掛金及び名告作成

6繰  赳  金 655,054 655,OM 7宿  立  金 900,000 1 200,000 虜弔共消準備積立金を含tr

8予  備  費 150,000 0

計 2 900 000 3 134 065 計 2 900 000 2 697 454 次期操越金 436,611

平成 2年 3月 31日現在租立金合計線 3,425,515円

会計監査報告

収支証拠書類、預金通帳等についての監査の結果

妥当に執行されているものと認めます。

1990年5月17日

監査

監査

本田安親③

田中英子④

収 入

1990年 (平成 2年 )度 予算案
支 出 ( 1 9 9 0 4 1 - 1 9 9 1 3 3 1 )

項   目 予算額 補 要 項   目 予算額 摘 要

1会     費 1,455,000 1活  動  費 550 000

本
方
受

入 会  金 75,000

繰
活
動
官

2501000 事務用品、文書印刷費等

年 会  費 220,900 300,000 事務経費、交通費等

終 身会 費 li160 000 2情 報教室費 500,000 会報4回 発行等

2県 職労助成金 500,000 各種集会 幹 事会等交通費 3裕  会  費 300,000 190名X3,000円  怨 親会費も含む

3事 業 収 入 220.ooo 共済事業等 4会  議  費 150 000 幹事会 研 修会宰

4確  収  入 88,389 会報広告代 預 貯金利目等 5通  信  費 150,000 切手、葉書、封筒等

5枯 立金取用し 200,oOo 終身会費積立金×十 6廃 弔共済金 170,000 掛全450円×300+名 静整備費

6繰  越  金 436,611 7活  立  金 1 000 000 新規終身会費

8予  備  費 80,000

計 2 900,000 計 2 900 000

事務局だより(主な行事など)
(198941～ 1990331)

年月日 項 目 年月日 項 目

1989 4  7

4  1 0

4  1 8

4 29

5  1

5  9

5  1 3

5 24

5 31

6  2

6 5

6 11

6 13

6 27

7 11

8  7
～ 9

9  1
～ 2

3月末退職者あて加入誘い文発送事務
ク    ク     を 発送  (310名 )

第5回定期総会準備打合 (幹事会)

会報第13号編集打合
メーデー 5名 参加

第5回定期補会準備打合 (幹事会)
ク   通 如文発送 (313)名

会計監査

第5回定期総会開催準備作業

第 5回定期結会開催 於 横浜市港湾労"会 館

52名出席

全日本自治体退職者会 地 域別学習会 於 箱根

1名出席

なりの県民集会 沢 渡公園 12名参加

会報第13号会員あて発送 (320名)

会員名蔭作成委員会第 1回打合

会報第14号編集委員会

長崎原水爆世界大会 2名 参加

第 3回高齢者大会 於 浦和市 4名 参加

1989 9  14

9 15

9 21

10 18

10 25
～26

11 2

11 30

12 14

12 16

1990 1  13
- 3 0

2 12

3 23
- 2 4

地公労大会 於 東京 1名 参加

第19回、 9 15高 齢者大集会 於 川崎 2名 参加

会報第14号発送 (会員330名)

消費税廃止集会 於 日本大通公園 4名 参加

全日本自治体退職者会第13回結会 於 矛B弘山県

1名参加

慶弔共済協定書全労i済へ送付

(第1回終身会員224名)

慶弔共済協定第 1回分協定締結

未加入本年度退職者へ加入誘い文 発 送 200名

副代表幹事 諸 星ヒサ子氏逝去
ク   告 別式 2名 出席

火災共済契約更新会場受付幹事立合 10ケ 所

会報第15号編集委員会

県職労壮年部結合 於 大平荘 4名 出席

(注)定例幹事会 1989年 4月 までは毎月第一週火昭 日

6月 からは   ″   木 ク

事務処理は原浸いとして毎週火曜日 (幹事出勤)
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当
会
副
代
表
幹
事

故

諸
星
ヒ
サ
子
さ
ん
を
偲
ん
で

～
彼
女
か
ら
学
ん
だ
も
の
、

教
え
ら
れ
た
こ
と
を
生
か
す
道
～

身
が
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

昨
年
の
第
五
回
定
期
総
会
後
の
役
員
反
省
会

で

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
は
会
員
の
心
の
交
流

を
大
切
に
す
る
の
だ
か
ら
、
次
回
は
、
総
会
閉

会
の
う
と
、
さ
さ
や
か
で
も
よ
い
か
ら
、
引
続

き
、
軽
飲
食
で
心
の
交
流
の
懇
親
会
を
開
催
し

た
ら
と
の
提
案
が
あ
り
、
鈴
木
三
郎
中
執

（前

委
員
長
）
も
是
非
や
る
べ
き
で
、
県
職
労
も
協

力
す
る
と
の
助
言
が
あ
り
、
第
六
回
定
期
総
会

か
ら
は
実
施
す
る
方
向
が
固
ま
っ
た
。
彼
女
も

地
下
で
喜
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
か
ら
十
年
程
前
、
あ
る
雑
誌
で
、
公
的
年

金
は
、
退
職
後
約
十
三
年
間
受
取
ら
な
い
と
、

元
本
が
と
れ
な
い
。
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
が
、

真
偽
の
程
は
別
と
し
て
、
掛
金
は
労
使
折
半
な

の
で
、
少
く
も
六
年
半
は
生
き
て
受
取
ら
な
く

て
は
と
思
う
の
だ
が
、
彼
女
は
退
職
後
、
値
か

三
年
余
で
逝
去
さ
れ
た
。
運
命
と
は
い
え
、
早

す
ぎ
る
。

今
、
３０
年
前
の
結
婚
式
場
で
の
在
り
し
日
の

花
嫁
姿
を
思
い
浮
べ
た
ら
…
ご
冥
福
を
祈
る
の

み
で
あ
る
。
合
掌
。（代

表
幹
事
　
児
工
欣

一
郎
）

彼
女
の
死
は
、
私
に
と
っ
て
人

一
倍
痛
恨
の

極
み
で
あ
る
。
当
会
の
役
員
に
お
願
い
し
た
の

も
私
で
あ
る
し
、
当
会
の
将
来
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
人
材
で
あ
っ
た
か
ら
で
も

あ
る
。

彼
女
と
の
出
会
い
は
、
今
か
ら
３０
余
年
前
、

県
戦
の
中
央
執
行
委
員
と
し
て
席
を
同
じ
く

し
、
彼
女
は
初
代
の
婦
人
部
長
と
し
て
未
だ
２０

代
の
未
婚
の
組
合
に
と
っ
て
人
気
の
マ
ス
コ
ッ

ト
的
存
在
で
あ
っ
た
。
小
柄
な
身
体
の
中
に
溢

れ
る
半
姿
、
そ
し
て
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
人
柄

か
ら
く
る
人
望
は
、
組
合
を
離
れ
て
も
終
始
変

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

山
川
菊
栄
女
史
の
直
弟
子
と
し
て
、
庶
民
的

感
覚
を
身
に
つ
け
、
当
会
の
役
員
に
昭
和
６２
年

度
第
二
回
定
期
総
会
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
給

会
、
懇
親
会
で
の
総
合
司
会
や
、
幹
事
会
で
の

司
会
役
は
、彼
女
以
上
の
適
役
が
い
な
い
の
で
、

い
つ
も
お
願
い
し
て
い
た
。
彼
女
に
は
い
つ
も

「労
組
の
よ
い
と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
、
悪
い
面

は
捨
て
さ
ろ
う
。」
と
か
、
「辞
め
た
ら
、
地
位

名
誉
な
ど
根
底
か
ら
洗
い
流
し
、
保
に
な
っ
て

退
職
者
の
為
に
と
り
組
ま
ね
ば
役
員
の
資
格
は

な
い
。」
な
ど
数
々
の
ご
説
法
が
な
つ
か
し
く
、

く終 身 会 員 へ の 特 典 〉

一慶 弔 共 済一

終身会員 「退職者こだま会慶弔共済」概要

s 全 労済の慶弔共済特U度を活用し、当会員

の慶弔見舞い金制度として、終身会費会貝

を対象に全員加入を行なう。

s 全 労済と当会との間で協定を結ぶ。新会

員加入及び切替に伴い年 2回加入協定を更

新する。

s 掛 金は終身会費の中から充当し、新たに

徴収は行なわない。慶弔金の給付事項及び

給付額は会員一人当り右記の通りとする。

s そ の他必要な事項は、毎年協定更新に際

して協議する。

[慶弔金] (会員一人あたり)

給 付 事 項 綸 付 金

死
亡
弔
慰
金

（
京 員 10,000日

配 偶 者 5.000円

子 2,000円

親 2,000円

住

宅

災

書

見

舞

金

火

災

等

全  盛 全  壊 1301000円

半 焼 半  壊 117.000円以内
一部焼 一部域 39,000日以内

自

然

災

書

全  盤 全  壊 60,000円

半 壊 30.000円
一  部   壊 2,000円

床 上 浸 水 6,000円

同 居 規 族 の 死 亡 10,000円

年会員の方は切替 (2万円一既納入分)で 終身会員になれます。

ご利用下さい。
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い
ち
い
わ

へ
ぃ
き
忘
ら
，

日
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
古
院
ェ
サ
ハ
増
ず
‐持
＝
、

に
は
、

ス
テ
ー
キ
も
溶
か
す
ほ
ど

強
力
な
塩
破
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
目
が
自
分
を
消
化
し
て

し
ま
わ
な

い
の
は
、
冒
壁
が
ベ
タ

ペ

タ
し
た
粘
液

に
よ

っ
て
及

わ

れ
、
粘
膜
が
保
護
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
。
粘
液
は
胃
粘
膜

の
パ
リ
ヤ

ー
な

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、
塩
は
こ
の
粘
液

の

パ
リ
ヤ
ー
を
壊
し
、
冒
壁
を
む
き

出
し
に
し
て
し
ま
う
。
こ
う
な
る

と
、
口月
の
粘
膜
は
無
防
備

で
あ
る
。

塩

や
目
液

に
よ

っ
て
粘
膜
は
た
だ

れ
、
一≡
」
に
、
発
が
ん
物
質
が
入

っ

て
く
る
と
、
細
胞
を
傷

つ
け
て
が

ん
を

つ
く
る
率
も
高
く
な
る
の
で

あ
る
。

塩
辛

い
食

べ
物
は
、目
を
荒
ら
し

て
、
そ
こ
に
発
が
ん
物
質
を
流
し
込

ん
で

い
る
よ
う
な
も

の
な
の
だ
。

）
ふ
だ
ん
食

べ
て
い
る
野
菜
や
果

物

の
中
に
、
発
が
ん
性
と
密
接
に

関
連
す
る
変
異
原
性
を
迎
え
る
未

知

の
物
質
が
か
な
り

の
最
含
ま
れ

て

い
る
こ
と
が
農
水
省
食
品
結
合

研
究
所

の
篠
原
和
毅
室
長
ら
の
研

究
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
れ
ま
で
野
業
や
果
物

に
は
酵

素

の
ベ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
、
植
物

繊
維
、
ピ
タ
ミ

ン
Ｃ
な
ど

の
抗
変

異
原
物
質

が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て

い
る
。
篠
原
室
長
ら

が
調

べ
た
野
菜

の
う
ち
抗
変
異
原

性

の
強
さ
の
ベ
ス
ト
３
は
ナ
ス
、
ブ

ロ
ッ
ヨ
リ
ー
、
コ
マ
ツ
チ
だ

っ
た
。

果
物
で
は
リ

ン
ゴ
五
八
％
、

ハ

ッ
サ

ク
五

〇
％
、

ア

マ
ナ

ツ
二

〇
％
だ

っ
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は

リ

ン
ゴ
や

ハ
ッ
サ
ク
の
皮
に
も
抗

変

異

原
物

質

が
か

な
り

含
ま

れ

「
リ
ン
ゴ
の
度
は
体

に
い
い
」

が

裏
付
ら
れ
た
。

塩

の
取
り
過
ぎ
は
、
日
が
ん
を

つ
く
る
危
険
を
高
め
る
。
し
か
し

塩
そ

の
も

の
に
は
発
が
ん
性
は
な

い
。
な
ぜ
、
塩
は
が
ん
を
招
く

の

だ
ろ
う
か
。

そ

の
原
因
は
、
塩
が
胃
壁
を
傷

つ
け
、
た
だ
れ
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
。
胃
壁
か
ら
分
泌
さ
れ
る
胃
液

■
古
転
を
大
８
合
研
究
所
ユ

積
回
　
事
氏
に
聞
く

―
―

心
身
と
も
に
健
康
な
老
後

の

た
め
に
心
掛
け
る
こ
と
は
。

「身
体
を

動
か
す

こ
と
が
第

一

で
す
。
寝
た
き
り
に
な
る
と
脳

の

活
動
も
衰
え
る
。
身
体
を
動
か
し

て
い
る
と
痴
呆

（ち
ほ
う
）

に
な

り
に
く

い
こ
と
は
経
験
的
事
実

で

は

っ
き
り
し
て
い
ま
す
」

―
―
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め

に
は
？
「
お
年
寄
り

の
場
合
、
骨
が
弱

く
な

っ
て
い
て
倒
れ
て
骨
折
し
、

そ

れ
が
も

と

で
寝

つ
い
て
し
ま

い
、
ポ
ケ
が
早
く
出
る
例
が
か
な

り
多

い
。
特
に
女
性
は
閉
経
後
、

女
性

ホ
ル
モ
ン
が
減

っ
て
身
体

の

カ
ル
シ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

骨
が
や
わ
に
な
る
」

―
―

骨
を
強
く
す
る
に
は
？

「
日
本
人

の
食
生
活

は
、
戦

後

た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪

の
割
合
も
増

え

て
理
想
的
な
も

の
に
な
り
ま
し

た
が
、
唯

一
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
が

必
要
量
に
達
せ
ず
、
外
国

の
半
分

ほ
ど

で
す
。
乳
製
品

の
摂
取
が
少

な

い
か
ら
で
、
壮
年
期
以
後

は
午

乳
を

飲

む

習
慣
を

つ
け

れ
ば

よ

い
。
牛
乳
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

率

が

よ
く

一
日

一
合

（
一
八

〇

∝
▼
老
婦
人
な
ら

二
合
が
望
ま
し

い
」
―
―

そ

れ

で
骨

折

が
防

げ

ま

す

か
。「

骨
を
支
え

る
筋
肉

の
麦

え
も

防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ｃ
筋
肉
は

使
わ
な

い
と
表
え
る
。
宇
宙
飛
行

士
は
地
球
に
帰
還
す
る
と
、
筋
肉

の
回
復
に
宇
宙

に
い
た

日
数
と
同

じ
だ
け
か
か
る
と

い
い
ま
す
。
車

社

会

に
な

り

吉

ほ
ど

歩

か
な

く

な

っ
た
が
楽
を
し
た
ら
ダ

メ
。

マ

メ
に
身
体
を
動
か
さ
な

い
と
」

牛
乳
飲
む
習
慣
を

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
、骨
強
く

切 1新

抜 l聞

保 健
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神

奈

サ||

県

職

労

牲
辱
部
第
相
回
避
剛
総
象
観
宙

口
と
き

３

・
２３
～
２４
日

口
と
こ
ろ

箱
根

・
大
平
荘

昨
年
給
会
で
旧
名
称
　
中
高
年
部
か
ら
荘
年

部
に
名
称
変
更
さ
れ
た
荘
年
部
は
、
十
年
も
若

返
っ
た
よ
う
に
、
こ
の

一
年
間
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
で
汗
を
流
し
、
ま
た
鎌
倉
建
長
寺
で

座
禅
体
験
、
さ
ら
に
丹
沢
札
掛
山
荘
で
林
業
と

福
祉
の
勉
強
か
ら
三
崎
沖
で
の
漁
業
研
修
な
ど

驚
く
ほ
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
来
た
。

こ
の
荘
年
部
の
結
会
が
去
る
３
月
、
箱
根
で

宿
泊
を
兼
ね
て
開
催
　
当
会
か
ら
は
、
代
表
幹

事
　
川
村
、
串
田
両
幹
事
の
ほ
か
、
前
部
長
の

明
口
幹
事
が
功
労
者
と
し
て
別
に
招
待
を
う
け

た
。第

一
日
は
代
議
員
６０
余
名
出
席
を
得
て
開

催
、
午
前
中
は
、　
一
般
経
過
報
告
　
運
動
方
針

な
ど
の
提
案
、
昼
食
休
憩
中
は
希
望

者
に

〈社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室
〉

午
後
は
慶
応
大
学
山
本
和
郎
教
授
の

ュ
ー
モ
ア
混
え
た

「サ
ラ
リ
ー

マ

ン
　
ス
ト
レ
ス
歳
時
記
」
、夕
食
時
の

懇
親
会
の
あ
と
、囲
碁
　
将
棋
大
会
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
名
酒
鑑
貸
会
な
ど

た
の
し
く
深
夜
ま
で
つ
づ
く
。

翌
日
は
総
会
討
論
再
開
、
退
職
後

の
就
職
に
つ
い
て
と
く
に
活
発
な
質

疑
が
行
わ
れ
、
十

一
時
閉
会
し
た
。

な
お
、
今
後
杜
年
部
の
行
事
に
参

加
し
た
い
方
は
申
し
出
ら
れ
た
ら
よ

い
と
思
う
。
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ

さ
る
筈
で
あ
る
。

Ｎ
新
聞
社
説

（平
慶
五
年
３
月
２‐
日
付
）
か
ら

年
金
法
改
正
案
の

「六
十
五
歳
支
給
」
は
、

老
人
人
口
増
加
の
中
で
年
金
制
度
を
維
持
す
る

た
め
の

一
つ
の
選
択
で
あ
る
。
六
十
五
歳
支
給

に
し
な
け
れ
ば
、
年
金
額
を
下
げ
る
か
、
将
来

の
負
担
を
重
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
栗
に
反
対
が
強
い
の

は
、　
一
つ
に
は

「六
十
五
歳
ま
で
働
く
場
が
な

い
た
め
、
そ
の
間
の
収
入
を
ど
う
す
る
か
」
と

の
不
安
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
政
府
が
本
気

で
雇
用
延
長
に
取
り
組
む
の
か
、
と
い
う
疑
問

も
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

二
つ
目
は
、
六
十
五
歳
支
綸
に
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
保
険
料
負
担
が
二
六
　
一
％
で
済
む

の
か
、
と
い
う
疑
念
だ
。
五
年
前
の
推
計
で
は
、

六
十
五
歳
支
給
に
す
れ
ば
保
険
料
の
限
界
は
二

二
　
九
％
と
な
っ
て
い
た
。
平
均
寿
命
の
伸
び

が
当
初
予
想
を
上
回
っ
た
の
が
原
因
だ
が
、
わ

ず
か
五
年
で
見
通
し
が
変
わ
る
よ
う
で
は
、
国

民
が
不
信
を
抱
く
の
も
無
理
は
な
い
。

そ
し
て
公
務
員
な
ど
の
共
済
年
金
の
方
は
六

十
五
歳
支
給
に
す
る
計
画
が
な
い
、
と
い
う
の

も
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
釈
然
と
し
な

い
も
の
が
残
る
。
さ
ら
に
は
四
月
か
ら
導
入
さ

れ
る
消
費
税
が
年
金
財
政
に
ど
う
寄
与
す
る
の

か
、
と
い
う
説
明
が
な
い
。
消
費
税
は

「高
齢

化
社
会
の
財
源
対
策
」
と
し
て
決
ま
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
高
齢
化
社
会
で
最
も
財
源
を
必
要
と

す
る
年
金

へ
の
か
か
わ
り
が
は
っ
き
り
と
せ

ず
、
従
来
通
り
保
険
料
だ
け
の
議
論
と
い
う
の

は
や
は
り
お
か
し
い
。

「六
十
五
歳
支
給
」
は
、
年
金
水
準
を
維
持

す
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
や
む
を
得
な
い
選

択
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
指
摘
し
た
よ
う
な
問
題
点
に
つ
い
て
信
頼

す
る
に
足
る
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
反
対
す
る
側
も
現
実
的
な
対
策

を
示
す
必
要
が
あ
る
。
だ
れ
も
が

「高
い
年
金
、

低
い
負
担
」
を
望
む
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ

れ
を
求
め
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。過
去
に
「当

面
は
低
負
担
、
高
年
金
」
を
選
ん
だ
た
め
に
、

そ
の
ツ
ケ
が
既
に
ま
わ
っ
て
き
て
い
る
。
今
ま

た
繰
り
返
せ
ば
次
世
代

へ
の
責
任
は
果
た
せ
な

い
。
将
来
を
見
据
え
た
責
任
あ
る
議
論
と
結
論

を
望
む
。

（注
）公
務
員
も
六
十
五
歳
に
す
る
と
い
う
。

総会では、会員から退職後の就職問題等の
質疑が活発に行われた。
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